
 

 

ミツバアケビの実が 

見られます➂ 

メジロ（メジロ科） 

スズメウリが見られます➇ 

ヤマボウシの実 

（ミズキ科）➃ 

花を楽しませてくれた

ヤマボウシの実が熟し

てきました。甘くてお

いしいです。 

マテバシイの実（ブナ科）➅ 

大きな実（ドングリ）は、 

開花の翌年の秋に２年かけて

熟します。 

シジュウカラ 

（シジュウカラ科） 
 

ヤマボウシの実が見られます➃ 

マテバシイが見られます➅ 

令和５年１０月上期 

 

期 

 

 

旬 

 

旬 

過去の「みどころ」はＨＰの 

２ページ目以降にあります 

熟したミツバアケビの実

（アケビ科）➂ 

果肉には黒い種子が多く

含まれます。種が口の中

でジャリジャリしますが

美味しく食べられます。 

ウリカエデの実 

（ムクロジ科）➆ 

紅葉はまだですが、翼果
よ く か

が

目立っています。 

カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害で多数の大径

木のコナラ等が枯れました。枯死木を放置すると危険な

ため、高所作業車を使って枯れた大径木のコナラを公園

の労務で伐採しています。 

ガマズミ➁、ナツハゼ➄は園内各

所で見られます。 

コゲラ（キツツキ科） 
コツコツという木に穴をあける音 

（ドラミング）で存在がわかります。 

ガマズミの実 

（ガマズミ科）➁ 
赤い実が山中で目立ちま

す。実は野鳥にも人気が

あります。 

実は現在緑色ですが、

熟すと白くなります。 

交尾中のツマグロヒョウ

モン（タテハチョウ科） 

幼虫はスミレ属を食草と

します。下池横のフジバ

カマにとまって交尾して

いました。 

ナツハゼの実 

（ツツジ科）➄ 

実が熟して黒くなってき

ました。食べられます。 

アキノノゲシ 

（キク科）➀ 
ススキ草原やチガヤ草

原で淡い黄色の花を咲

かせています。 

ウリカエデの実が見られます➆ 

ヒマラヤスギが見られます➈ 
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対策のためか、メジロ、シジュウカラ、エナガなどの小型の野鳥

が群れを作って群れで活動しています。 
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➇ 

 

アキノノゲシ➀はススキ

草原、チガヤ草原一帯で

見られます。 

森林の中に入ると、落葉前はなかなか目立ちませんが、小型の野鳥が活動しているのがわかります。 

ヒマラヤスギの球果 

（マツ科）➈ 

ヒマラヤスギの実（松か

さ）が目立ち始めまし

た。成熟すると種子を飛

ばしながら崩壊します。 


